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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

 
長
議
員　
「
働
く
世
代
を
が
ん
か
ら
守

る
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
の
登
録
事
業

所
増
加
に
向
け
て
表
彰
制
度
を
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
昨
年
８
月

に
知
事
表
彰
制
度
を
創
設
。
約
２
６
０

０
登
録
事
業
所
か
ら
選
考
委
員
会
が
５

事
業
所
を
選
定
し
、
昨
年　

月
の
フ
ォ

１１

ー
ラ
ム
で
表
彰
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
事

業
所
の
取
り
組
み
事
例
を
聞
い
た
参
加

者
か
ら
は
、
仕
事
と
が
ん
治
療
の
両
立

な
ど
の
観
点
か
ら
大
変
参
考
に
な
っ
た

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
優
良
事
例
は

全
登
録
事
業
所
に
電
子
メ
ー
ル
で
も
知

ら
せ
て
い
る
。

 
板
橋
議
員　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
の

充
実
を
目
指
す
上
で
、
県
は
私
立
学
校

も
積
極
的
に
避
難
所
に
指
定
す
る
よ
う

働
き
掛
け
る
べ
き
。
私
立
学
校
を
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
も
、
耐
震

化
率
の
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

学
校
の
耐
震
化
促
進
は
喫
緊
の
課

題
。
県
で
は
、
国
の
補
助
制
度
に
独
自

の
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

避
難
所
と
し
て
の
活
用
も
含
め
、
耐
震

化
に
向
け
た
各
学
校
の
課
題
に
つ
い
て

個
別
に
協
議
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
も
補
助
制
度
の
拡
充
、
強

化
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

 
塩
川
議
員　

不
祥
事
防
止
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

不
祥
事
防
止
の
取
り
組
み
が
形
式

的
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、
個
々
の
事

案
に
応
じ
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
の
よ
う
な
重
大
な
事
態
が
生
じ
た

こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
職
員
の
心
に
響
く
、
琴
線
に
触
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
工
夫

を
重
ね
、
職
員
倫
理
の
確
立
を
図
り
、

県
民
の
皆
様
か
ら
期
待
さ
れ
る
公
務
員

と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
果
た
せ
る
よ

う
な
職
場
環
境
づ
く
り
に
、
私
自
身
が

先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
中
牟
田
議
員　
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学

校
」を
推
進
し
、
教
員
以
外
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
学
校
で
積
極
的
に
活
用
す
る
上

で
の
課
題
と
、
解
決
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

教
員
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
協
働
の
た

め
に
は
管
理
職
の
資
質
の
向
上
が
重
要

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
の
向
上
を
図
る
研
修
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市
町
村
教
育
委
員

会
に
よ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
積
極
的
な
配

置
の
促
進
、
人
材
確
保
な
ど
が
重
要
で

あ
り
、
学
校
の
体
制
整
備
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
を
ま
と
め
、
そ
の
成
果
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
浦
議
員　

県
立
特
別
支
援
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
が
一
貫
し
て
増
加
し

て
い
る
。
中
長
期
的
な
対
応
を
検
討

し
、
新
設
も
含
め
て
整
備
計
画
を
策
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
適
正
な
就

学
の
場
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
き
た
。
継
続
し
て

増
加
が
見
込
ま
れ
る
特
別
支
援
学
校
の

児
童
生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
、
児
童
生

徒
を
確
実
に
受
け
入
れ
、
質
の
高
い
教

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
児

童
生
徒
数
及
び
必
要
な
教
室
数
の
中
長

期
的
な
推
計
を
行
い
、
新
た
な
受
け
入

れ
計
画
を
策
定
し
た
い
。

 
吉
村
議
員　

女
性
の
就
業
支
援
を
行

う
「
ウ
ー
マ
ン
ワ
ー
ク
カ
フ
ェ
北
九
州
」

が
開
所
し
た
が
、
女
性
活
躍
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
県
と
北
九
州
市
と
の
連
携

は
。
ま
た
、
県
の
「
子
育
て
女
性
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
土
日
開
所
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ　

今
後
と
も
、
女
性
活
躍
や
子
育
て

応
援
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
も
積
極

的
に
連
携
し
て
い
く
。
ま
た
、
子
育
て

女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
土
日
の
定

期
的
な
開
所
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
ウ
ー

マ
ン
ワ
ー
ク
カ
フェの
土
日
の
来
所
者
数
、

相
談
内
容
な
ど
を
見
極
め
て
、
必
要
性

を
検
討
す
る
。

 
大
田
議
員　

中
山
間
地
域
対
策
の
極

め
て
有
利
な
財
源
措
置
で
あ
る
「
辺
地

債
」の
活
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

本
県
で
は
過
去
３
年
間
、
延
べ　
３６

市
町
村
で
、
総
額　

億
円
が　

事
業
に

１８

８１

活
用
さ
れ
、
緊
急
車
両
の
迅
速
か
つ
安

全
な
運
行
や
離
島
航
路
の
利
便
性
向
上

な
ど
生
活
環
境
の
改
善
に
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
。
辺
地
債
の
仕
組
み
、
効
果

的
な
活
用
事
例
の
周
知
を
図
る
他
、
直

売
所
の
整
備
な
ど
中
山
間
地
域
の
活
性

化
対
策
と
し
て
活
用
が
可
能
な
も
の
は

個
別
に
そ
の
活
用
を
助
言
す
る
な
ど
き

め
細
か
く
対
応
、
支
援
し
て
い
く
。

 
川
端
議
員　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
本
県
を

巡
る
ル
ー
ト
の
実
現
に
つ
い
て
、
知
事

の
意
気
込
み
を
聞
く
。

Ａ　

聖
火
リ
レ
ー
は
東
京
都
の
組
織
委

員
会
が
来
年
度
か
ら
検
討
を
始
め
る
と

さ
れ
、
現
段
階
で
は
具
体
的
な
計
画
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
前
回
は
各
県

に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
コ
ー
ス

や
ラ
ン
ナ
ー
を
決
定
し
て
い
る
。
２
０

２
０
年
聖
火
リ
レ
ー
も
地
元
の
意
向
を

十
分
踏
ま
え
た
コ
ー
ス
や
ラ
ン
ナ
ー
が

採
用
さ
れ
る
よ
う
、
県
内
各
市
町
村
と

連
携
し
、
国
や
組
織
委
員
会
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

 
井
上
議
員　

大
野
城
跡
と
周
辺
の
歴

史
遺
産
を
中
心
と
し
て
、
日
本
遺
産
の

認
定
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Ａ　

大
野
城
跡
は
複
数
市
町
に
所
在
す

る
四
王
寺
山
に
築
か
れ
た
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
歴
史
遺
産
で
あ
り
、

こ
れ
を
含
め
た
遺
産
群
を
、
本
県
に
お

け
る
日
本
遺
産
の
重
要
な
候
補
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。今
後
、関
係

市
町
と
連
携
し
て
県
内
の
様
々
な
文
化

財
を
生
か
し
な
が
ら
、
観
光
振
興
だ
け

で
な
く
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
る
魅
力

あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
、
認
定

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
伊
豆
議
員　

来
年
秋
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第　

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

３７

り
大
会
」
の
周
知
や
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

先
月
決
定
し
た
大
会
テ
ー
マ
、
大

会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
立
ち
上

げ
る
大
会
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

幅
広
く
周
知
を
図
る
。
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

は
今
年　

月　

日
、
宗
像
市
の
鐘
崎
漁

１０

２９

港
で
、
稚
魚
の
放
流
や
海
上
パ
レ
ー
ド
、

県
産
農
林
水
産
物
の
試
食
・
販
売
な
ど

を
実
施
す
る
。
大
会
の
成
功
に
向
け
、

市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、
機
運
を
高
め

て
い
き
た
い
。

 
岳
議
員　

福
岡
市
に
あ
る
旧
福
岡
県

公
会
堂
貴
賓
館
に
に
ぎ
わ
い
を
持
た
せ

る
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　
貴
賓
館
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
解
説
を
は
じ
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

展
示
会
な
ど
を
実
施
。
観
光
案
内
情
報

誌
へ
の
掲
載
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知

な
ど
に
よ
り
、集
客
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
利
用
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
指
定
管
理
の
募
集
を
工
夫
し
た
り
、

有
識
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
福
岡
県

の
特
色
あ
る
伝
統
文
化
等
の
展
示
を
行

な
う
な
ど
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
。

 
香
原
議
員　
「
福
岡
県
児
童
福
祉
施
設

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
」
の
改
正
は
保
育
士
の
負
担
軽
減
の

た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
現
場
で

の
受
け
止
め
と
、
県
の
対
応
は
。

Ａ　

県
保
育
協
会
を
通
じ
て
現
場
の
意

見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
保
育
士
配
置
の

特
例
に
期
待
す
る
」と「
質
の
確
保
に
懸

念
が
あ
る
」
の
意
見
が
ほ
ぼ
同
数
。
同

協
会
か
ら
も
保
育
の
質
の
確
保
の
要
望

が
あ
っ
た
。
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
保
育

の
質
の
確
保
に
十
分
配
慮
す
る
。
ま

た
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

通
じ
、
保
育
士
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

自民党
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岳　 康宏 議員

 
小
河
議
員　

県
立
高
校
で
政
治
参
加
の

推
進
に
ど
れ
だ
け
取
り
組
ん
だ
の
か
。

生
徒
の
政
治
参
加
へ
の
意
識
が
ど
う
変

化
し
向
上
し
た
と
評
価
し
て
い
る
か
。

Ａ　

公
民
科
を
中
心
と
し
た
従
来
の
指

導
に
加
え
、
昨
年
度
、
県
立
高
校　

校
９５

の
７
割
を
超
え
る　

校
で
模
擬
選
挙
な

７２

ど
の
実
践
的
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
た
。

本
年
度
は
こ
の
よ
う
な
政
治
参
加
を
推

進
す
る
教
育
を
全
て
の
県
立
高
校
で
実

施
す
る
。
模
擬
選
挙
等
を
行
な
っ
た
学

校
で
は
、
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
こ
と

を
生
徒
が
前
向
き
に
捉
え
た
反
応
が
見

ら
れ
る
な
ど
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

 
堀
議
員　

児
童
福
祉
法
改
正
を
受
け
、

児
童
相
談
所
の
専
門
職
の
配
置
状
況
と

弁
護
士
の
配
置
に
関
す
る
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

県
設
置
の
６
つ
の
児
童
相
談
所
に

児
童
心
理
司
を　

名
、
児
童
福
祉
司
を

２５

　

名
、
小
児
科
医
及
び
精
神
科
医
を　

１１

１２

名
配
置
。
今
後
と
も
、
専
門
化
し
て
い

く
事
案
に
的
確
に
対
応
で
き
る
専
門
職

の
配
置
を
進
め
た
い
。
弁
護
士
に
つ
い
て

は
配
置
し
て
い
な
い
が
、
法
律
相
談
業

務
を
委
託
し
対
応
。
国
が
今
後
示
す

「
弁
護
士
の
配
置
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

措
置
」
の
考
え
方
も
踏
ま
え
、
適
切
な

弁
護
士
の
配
置
の
在
り
方
に
つい
て
検
討

を
進
め
た
い
。

緑友会緑友会緑友会

堀　 大助 議員

小河 誠嗣 議員

　　 　　 　　

 
江
口
議
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
被

災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
た

め
バ
ス
業
者
を
手
配
す
る
場
合
、
主
催

者
団
体
が
実
費
を
参
加
者
か
ら
徴
収
す

る
と
旅
行
業
法
違
反
に
当
た
る
。
旅
行

業
法
の
改
定
や
柔
軟
な
対
応
を
国
に
要

請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

被
災
地
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
ツ
ア
ー
で
あ
っ
て
も
安
全
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
旅
行
業
者
に

業
務
委
託
す
る
な
ど
旅
行
業
法
を
遵
守

す
る
必
要
が
あ
る
。
旅
行
業
法
の
柔
軟

な
取
り
扱
い
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
う

が
、
国
の
検
討
を
注
視
し
た
い
。

立志会立志会立志会

江口 善明 議員


